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の
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リ
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ア
ド
の
労
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利
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成
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の
機
構

定
期
舶
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記
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塗
原
資
マ
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運
賃
院
・

誼
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琉
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の
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後
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於
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フ
ィ
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l
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岨
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収
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論

護

定
期
船
事
業
に
布
け
る
誕
匙
原
山
賀
と
迩
貨
と
由
闘
係

第
二
十
六
容

田
山
田

第

観

定
期
船
事
業
仁
於
り
る
運
建
原
費
三

運
賃
ミ
の
闘
係

ノj、

島

太:

戻li

~I 

定
期
船
事
業
山
特
制

二
定
期
船
事
業
に
於
吋
る
型
控
訴
盛
山
椛
成

三
定
期
船
事
業
に
於
け
る
部
塗
枇
常
務
と
胤
拘
置
と
の
刷
係

四

定
期
船
事
業
に
於
付
る
誕
匙
原
設
の
抑
総

定
期
舶
事
業
の
特
性

蓮
時
高
原
史
、

却
も
運
匙
勢
務
の
提
供
仁
要
す
る
諸
費
用
が
、

迩
貨
の
決
定
に
円
い
て
有
す
る
関
係
は
、

定
期
船

車
業
に
於
げ
る
正
不
定
期
船
事
業
に
於
り
る
ご
に
よ
り
て
、

趣
き
を
異
に
す
る
所
が
ゐ
品
。

不
定
期
船
一
品
業
に
於
て
は
、

設
に
本
誌
第
二
十
五
容
鍋
四
枕
に
於
て
越
ぺ
た
る
が
如
〈
、

運
送
加
抗
が
迦
貨
牧

入
に
超
過
す
る
場
合
に
於

τ、
そ
れ
が
繋
航
納
な
る
も
の
を
指
-
不
す
る
闘
一
保
に
於
て
、

蓮
銭
的
最
低
限
度
穴
る
も

の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、

定
期
船
事
業
に
於
て
は
、

縦
ひ
、

市
場
運
貨
が
競
守
の
結
果
下
落
L
て
|
|
一
昨
叩
世
界
不

1

1

1

4

i

l

l

七
i
r
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1

• 
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長
出
品
の
場
合
に
蓮
貨
が
下
落
す
る
の
も
や
は

h
腕
守
の
結
川
市
で
あ
る
|
|
そ
れ
が
運
送
持
務
の
提
供
に
要
す
る
諸

費
用
を
償
ふ
仁
足
ら
す
、
航
海
が
遂
に
損
失
に
よ
り
て
行
は
る
、
慌
に
な
b
、
そ
の
様
、
翠
に
航
一
件
計
算

ω
み
よ

h
J
言
¥
ば
、
航
ト
仰
を
な
す
に
よ
り
て
負
捻
す
る
損
失
ご
、
使
用
仙
仰
を
蝶
留
す
る

ω損
失
ピ
が
同
一
正
な
h
、
判
品
り

訪
は
ゆ
る
迩
策
的
繋
船
紬
仁
越
し
た
正
し
て
も
、
定
期
船
業
者
は
、
そ
の
使
用
舶
を
殿
山
同
し
て
、

そ
の
航
路
の
瞥

業
を
一
時
休
止

L
得
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
勅
は
不
定
問
船
一
事
業
正
、

そ

ω営
業

ω性
質
を
大
に
具
に
す
る
所

で
あ
る
。

不
定
期
帥
刑
事
業
は
、
世
界
各
地
問
の
海
上
に
於
り
る
荷
動
に
従
ひ
、
帥
刷
版
の
需
要
に
肱
じ
、
如
何
な
る
港
泌
に

も
廻
航
し
て
、
之
を
そ
の
求
む
る
印
刷

ω他
的
拠
出
問
に
運
越
す
る
こ
ど
を
業
務
正
す
る
も

ωで
ゐ
る
。
従
っ
て
そ
の

税
込
hu
所

ωも
の
は
大
最
貨
物
(
出
z
u
q
E吋
問
。
)
で
あ
っ
て
、
殆
ど
そ
の
柿
新
知
的
如
何
を
問
は
中
、
大
低
、

、て
L
t
f
-
A・2
L
+命
、

じ
が
首
i
方

τ
t
た
hv

一
利
舶
の
も
の
、
み
を
積
取
b
、
之
を
、
日
的
地
た
る
一
つ
の
法
制
叫
に
迦
迭
し
、
そ
の

排
出
じ
於
て
ま
た
、
荷
主
の
命
す
る
所

ω何
等
か
の
稲
類
的
貨
物
を
積
取
b
τ
、
之
を
そ
の
昭
一
む
所

ω川
伯
尚
に
蓮
送

し
・
若
し
荷
勧
地
に
於
て
積
荷
を
獲
る
飽
は

F
る
ご
き
は
、

そ
の
附
近
の
、
他
山
り
積
荷

ω存
す
る
治
ま
で
忠
一
般
に

て
航
海
し
・
こ
、
に
て
附
践
を
な
し
て
、
航
海
に
就
く
の
で
あ
る
。
不
定
期
州
事
業
は
か
〈

ω
如
き
航
海
を
反
復

迩
縦
し
す
行
ふ
一
』
ご
を
業
務
正
す
る
。
従
つ

τ之
は
特
定

ω航
路
に
就
役
す
る
も
の
で
な
く
、
常
に
、

よ
ち
引
一
品
き

運
賃
を
求
め

τ、
世
界
の
如
何
な
る
航
路
に
も
就
役
す
る
の
で
あ
る
o
放
に
不
定
期
州
事
業
に
あ
り
て
は
、
運
賃

前E

責主

定
期
船
事
業
に
お
け
る
誕
訟
原
費
と
謹
貨
と
の
刷
怖

第
二
寸
大
谷

四
四
五

第

悦

そ〉

-v 
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諦

議

定
期
舶
事
鶏
に
お
け
る
謡
詮
原
費
と
運
賃
と
の
細
係

第
二
十
六
書

問
四
六

第
三
挽

が
不
引
合
正
な
h
た
る
場
合
に
、
嘗
H
7
ω

閥
、
使
用
般
を
繋
留
し
、
事
業
を
一
一
時
休
止
す
る
こ
ご
が
ゐ
っ
て
も
、

占，、
回

最
・
紙
が
多
少
依
出
世
し
て
、
運
賃
が
上
向
く
に
及
べ
ば
、
何
附
に
て
も
、
再
び
就
航
を
な
し
・
一
事
業
を
開
始
す
る
こ

己
が
出
来
る
も
川
り
で
ゐ
る
o

不
定
期
般
事
業
に
於

τ・
市
場
運
賃
が
紫
鰍
駄
を
下
b
た
る
場
合
に
、

一
時
的
休
業

に
よ
h
て
損
失
を
艦
減
し
且
っ
そ
り
額
を
確
定
す
る
こ
ご
を
得
る
は
こ
れ
が
た
め
で
ゐ
り
、
ま
た
一
」
の
事
業
に
あ

h
τ
は
、
脚
胴
船
鮎
な
る
も

ωが
運
賃
り
最
侃
限
皮
を
な
す
も
、

司
』
、
に
そ
の
理
由
が
め
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
定
期
般
事
業
な
る
も
の
は
、
特
定
り
航
路
ぞ
限
っ
て
構
楽
す
る
も
の
で
、
従
っ
て
、

一
方
に
於
て
は
、

そ
の
替
業
地
盤
的
開
拓
繍
艇
の
た
め
、
換
言
す
れ
ば
・
岡
容
た
る
荷
主
ご
の
得
意
聞
係

ω維
持
精
進
り
た
め
、
五

観
的
資
本
正
努
力
ご
を
常
該
航
路
的
替
業
的
基
礎
ご
し
て
投
千
る
を
必
要
t
す
る
Z
共
に
、
他
方
に
於
て
は
、
原

費
低
減
り
た
め
に
・
嘗
該
航
路
り
有
形
純
一
形
の
事
情
に
肢
も
よ
〈
涜
臆
す
る
所

ω機
関
£
構
造
ご
を
有
す
る
般
舶

を
使
用
す
る
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
且
つ
、

さ
き
古
し
て
は
旅
客
貨
物
の
積
込
旋
卸
の
た
め
に
港
鴻
設
備
を

も
設
〈
る
も
の
で
ゐ
る
o

故
に
定
期
助
事
業
に
於
り
る
資
本
投
下
関
係
は
、
織
道
事
業
に
於
付
る
ご
頗
る
相
類
似

す
る
所
が
あ
り
、

E
額
の
資
本
が
交
殖
路
の
た
め
に
同
定
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

レ

Y

ツ
の
計
算
せ
る
所
に
従
ひ
、
各
械
産
業
に
つ
い
て
、
固
定
資
本
正
流
動
資
本
正
の
割
合
を
示
す
な
ら

今
ば
、
次

ω如
〈
で
あ
る
o

比
較
的
多
〈
の
固
定
資
本
を
要
す
る
栂
類
の
商
業
に
於

τは
、
固
定
資
本
ニ

O
%、
流
動
資
本
八

C
M判
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紡
績
業
に
於
て
は
・
同
定
資
本
七
五
%
、
流
動
資
本
二
五
係

餓
道
業
に
於

τは
、
岡
定
資
本
九
二
乃
至
九
五
%
、
洗
動
資
本
八
乃
至
玉
川
明

海
運
業
に
於
て
は
、
固
定
資
本
八
五
・
五
乃
至
九
一
%
、
流
動
資
本
一
四
・
五
乃
至
九
%

か
〈
の
知
〈
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
資
本

ω大
部
分
が
得
業
航
路
に
問
定
せ
る
が
た
め
、
廃
業

ω地
盤
も
亦

闘
定
的
正
な
品
。
従
っ
て
、

こ
に
競
守
が
起
b
、
そ
し
て
.
そ
の
競
争
は
、

一
つ
の
航
路
仁
於
て

二
つ
以
上

ω定
期
船
企
業
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
必
宇

z、

z
h
も
庇
2
A
V
修
業
地
盤

ω守
奪
で
あ

h
、
特
定
の
相
手
方
を
も

つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
競
守
的
勝
者
た
ら
ん
Z
す
る
仁
は
、
相
手
方
を
己
ぽ
古
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ピ
、
な
る
。

卸
も
そ
の
競
守
は
激
烈
ど
な
h
J
日
却
く
、
ま
た
戦
闘
的
性
質
を
椴
ぷ
る
も
の
さ
な
る
。
競
争
が
激
烈
芭
な
れ
ば
、
蓮

貸
が
甚
だ
し
(
引
下
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
や
が
て
運
叫
草
原
費
を
も
償
は
な
く
な
る
o

瓦
に
競
争
が
甚
だ

し
〈
な
れ
ば
、
運
貨
は
一
層
低
下
し
て
、
寧
ろ
蛍
該
航
路
の
傍
業
を
一
時
休
止
し
て
、
使
用
般
を
照
留
す
る
方

が
、
之
を
航
海
せ
し
む
る
よ
h
も
、
そ
の
損
失
比
較
的
少
く
て
燐
む
こ
ご
、
な
る
ω

印
も
、
私
が
不
定
期
紬
事
業

に
つ
い
て
逃
ぺ
た
る
挺
般
勅
な
る
も
の
を
下
る
-
}
己
、
な
る
。
併
し
、
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
競
守
の
結
巣
t

し

τ蓮
町
民
が
如
何
に
下
落
し
て
も
、
そ
の
使
用
舶
を
定
期
航
路
よ
る
引
上
げ
て
、
常
該
航
路

ω蹴
官
業
を
一
時
休
止

す
る
な
ど
は
、
出
来
る
こ
正
で
は
な
い
。
そ
れ
は
倍
来
り
性
質
上
刻
氏
不
可
能
な
ゐ
所
で
ゐ
る
。

論

議

定
期
船
事
業
に
お
け
る
誕
匙
原
費
、
と
誕
貨
と
心
胸
悩

第
二
十
六
巻

凶
凶
色

第

掠

，、
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定
期
船
事
業
に
お
け
る
運
設
胤
費
と
運
賃
止
の
闘
Mm

第
二
十
ハ
巻

四
回
λ

第
三
都

定
期
般
事
業
仁
於
り
る
競
守
は
、
前
週

ω如
〈
、
管
業
地
盤

ω守
維
で
あ
る
。
放
に
、
今
、
競
争
を
不
利
盆
己

し
て
、
定
期
航
路
よ
り
使
朗
加
を
引
上
「
る
な
ら
ば
、

，
ぞ
れ
は
管
業
り
一
時
的
休
止
で
な
〈
て
、
鵬
首
業
競
争
に
於

り
る
絶
品
剖
的
敗
北
正
な
る
o

そ

ω休
止
中
に
相
子
方
は
常
該
航
路
を
全
然
支
配
す
る

ω地
位
に
立
ち
、
休
業
者
の

一
方
に
於

τは
業
務
の
刷
新
に
努
め
、
他
方
に
於
て
は
症
は
延
戻
制
、
そ

術
主
を
完
全
に
自
己

ω
刷
客
ご
な
し
.

ω仙
ω排
仙
的
子
段
hr以
て
競
争
者
り
後
生
を
防
止

1
る
。
故
に
休
業
定
期
帥
刷
業
者
が
再
び
常
談
航
路
仁
於
て
挫

業
を
閲
始
せ
ん
ご
し
て
も
、
従
前
の
廟
客
は
併
に
彼
を
離
れ
て
、
前
に
競
m
す
り
相
手
方
で
ゐ
っ
た
所
の
定
期
般
業

者
の
手
に
移
h
、
業
務
的
再
開
は
従
前
に
幾
儲
か
す
る
所
の
激
し
き
競
争
を
以
て
し
な
り
れ
ば
、
之
に
成
功

L
得

る
の
望
み
は
殆
ど
な
い
。
従
っ
て

一
旦
休
業
す
れ
ば
、
そ
的
再
開
に
は
、
従
前
に
幾
倍
す
る
所
的
資
本
正
努
力

正
を
投
下
せ
ね
ば
な
ら
凶
こ
言
、
な
る
ο

そ

ω有
形
無
形

ω損
失
は
・
到
底
、
不
定
期
船
業
者
が
運
貨
下
落

ω場

合
に
於
工
な
す
所

ω繋
舶
に
要
す
る
費
用
な
ど
正
は
比
ぷ
べ
く
も
な
い
。
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
質
に
、
そ
の

側
配
管
航
路

ω偉
業
を
一
時
休
止
す
る
こ
己
は
、

そ
の
航
路
り
放
来
ぞ
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
休
止
は
・
貨
は
休

止
で
は
な
〈
て
厳
止
で
ゐ
る
o

き
れ
ば
、

-

』

ω
貼
よ
り
見
れ
ば
迩
筑
の
県
加
鮎
ご
い
ふ
も
の
は
、

不
定
期
般
事
業

に
於

τの
み
意
義
ゐ
る
も
の
で
ゐ
つ

τ、
定
期
跡
事
業
に
於

τは
何
等
の
意
義
な
き
も
の
で
あ
る
o

か
〈
の
如
く
、
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
そ
の
縦
営
航
路
に
於
て
他
の
定
期
船
業
者
ご
の
聞
に
競
守
が
起
与
、

航
海
が
頗
る
不
利
益
に
な
っ
た
正
て
、
そ
的
管
業
を
一
時
休
止
す
る
こ
さ
な
ど
は
到
・
厄
不
可
能
で
あ
る
。
郎
も
定
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期
般
事
業
に
於
て
は
、
常
業
者
は
、

そ
り
競
守
よ

h
単
獅
に
脱
退
す
る
の
自
由
は
金
〈
-
」
れ
な
き
も

ω
ご
言
は
ね

ば
な
ら
れ
刷
。
彼
等
は
.
荷
も
そ
の
相
互
の
附
に
競
争
を
な
す
ご
な
れ
ば
、
資
力
的
♂
許
す
限
り
、
生
き
残
る
が
倒
き

れ
る
か
の
境
ま
で
戦
ふ
の
外
は
な
い
。

故
に
定
期
般
事
業
に
於
け
る
競
守
は
、
競
弔
ず
お
り
何
れ
か
一
方
が
、
他
方
に
比
し
て
是
の
資
カ
頗
る
薄
弱
で
あ

っ
て
、
競
守
の
結
果
他
方
が
之
を
倒

L
得
る
こ
ご
が
明
か
な
る
場
合
に
は
、
結
局
、
之
を
倒
す
か
・
ま
た
は
甚
に

有
利
な
る
傑
件
で
買
吹
L
得
る
所
ま
で
行
は
れ
、
そ
の
結
川
市
は
、
強
者
が
嘗
該
航
路
を
獅
占
す
る
こ
吉
、
な
る
o

併
し
、
そ
の
盤
方
の
資
カ
が
、
殆
い
と
相
伯
仲
す
る
場
合
に
は
、
遂
に
共
倒
れ
の
危
険
に
陥
る
こ

Z
が
明
か
で
あ
る

か
ら
、
管
利
を
目
的
正
す
る
彼
等
が
、

か
、
る
同
副
を
演
す
る
司
』
ご
は
決
し
て
な
い
。
競
争

ω不
利
盆
は
遂
に
そ
り

競
事
白
か
ら
を
廃
止
し
て
、
妥
協
に
導
く
o
彼
等
は
結
局
・
安
協
を
以
て
そ
の
競
争
を
廊
止
す
る
。
こ
の
妥
協

は
・
運
賃
そ
の
他
の
管
業
政
策
の
協
定
に
外
な
ら
泊
。
か
〈
て
、
妥
協
成
立
の
暁
に
於
て
は
、
常
該
定
期
航
路
に

は
協
定
せ
ら
れ
た
所
の
、
そ
し
て
彼
等
に
共
通
な
る
所
り
、
唯
一
の
謹
貝
政
策
、
若
し
〈
は
、
真
に
康
〈
、
唯
一

の
管
業
政
策
が
、
存
す
る
の
み
ご
な
る
。
郎
も
、
競
守
の
場
合
に
は
・

一
一
つ
若
し
〈
は
ニ
つ
以
上
の
管
業
政
策
が

挫
び
存
し
て
、

そ
の
相
互
が
影
響
し
合
ふ
の
で
ゐ
る
が
、

こ
の
競
嶋
市
が
廠
止
せ
ら
れ
た
践
に
は
、
唯
一
の
替
業
政

策
が
妥
協
に
よ
っ
て
成
b
立
つ
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
即
丸
続
勝
目
組
織
を
以
て
獲
得
す
る
所

ω濁
占
で
あ
る
。

描

重量

定
期
船
事
業
に
お
け
る
謹
盆
原
費
と
記
貫
と
の
刷
佑

第
二
十
六
巷

四
四
九

第

量産

，、
f二

• .・・.・.. 



論

議

定
期
船
事
柴
に
白
け
る
漣
書
原
費
主
運
賃
と
白
聞
係

第
二
十
六
番

四
五
O 

第

挽

J、
J、

定
期
跡
事
業
に
於
て
は
、
右
に
遁
よ
る
が
如
〈
、
縦
ひ
競
守
が
行
は
れ
得
る
場
合
に
於
て
も
、
妥
協
に
よ
り

τ

共
同
の
替
業
政
策
を
採
用
す
る
こ
正
、
な
h
、
調
占
的
地
位
を
獲
得
す
る
仁
至
る
も
の
で
あ
る
。
阪
仁
獅
占
的
地

位
を
獲
得
す
れ
ば
、
他
の
同
業
者
の
管
業
政
策
に
よ
り
て
制
肘
せ
ら
れ
、

之
に
腫
迫
せ
ら
れ
て
原
費
以
下
の
代
償

を
以
て
運
暗
唱
努
務
を
提
供
す
る
ご
い
ふ
や
う
な
必
要
に
迫
ら
る
、
こ

Z
は
決
し
て
な
い
。
故
仁
ニ
の
場
合
に
於

τ

は
、
供
給
者
側
の
事
情
の
み
よ
り
言
へ
ば
旅
費
が
漣
な
捗
務
の
代
M
恨
の
最
低
限
度
た
り
得
品
も
の
、
ゃ
う
で
あ

る
。
卸
も
運
迭
の
原
柴
そ
の
も
の
が
蓮
貸
の
最
低
限
度
正
な
る
筈
に
見
え
る
o

併
し
乍
ら
、
之
は
単
に
一
胞
の
珊
論
で
あ
る
。
定
期
跡
事
業
は
、
溺
占
的
地
位
に
ゐ
る
に
し
て
も
.
必
宇
し
も

常
に
、
そ
の
運
送
原
曲
賞
eT
以
て
運
賃
の
最
低
限
皮
己
な
[
得
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
、
原
山
武
を
以

τ運
賃
の
最

低
限
度
ご
な

L
得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
.
今
日
、

ヨ
ン
フ
ア
レ
ン
旦
加
盟
者
ピ

L
て
狐
占
的
地
位
に
ゐ
る
定
期

般
曾
枇
が
替
業
上
損
失
を
な
す
・
』
ご
な
き
笹
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
濁
占
的
地
位
に
ゐ
る
定
期
附
業
者
一
か
、
如
何
な
る
理
肉
に
よ
b
て
偉
業
損
失
を
栄
る
か
。
そ
し
て
、

そ
の
場
合
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
定
期
船
宿
v
d
H
の
最
低
限
度
た
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
こ
れ

ら
の
貼
を
明
が
に
す
る
た
め
に
は
、
先
づ
、
定
期
姉
事
業
に
於
け
る
運
送
労
務
の
原
柴
山
り
構
成
郎
も
そ
の
内
諜
を

説
明
し
、
攻
い
で
、
定
期
船
事
業
に
於
け
る
運
な
帥
労
務
そ

ωも
の
ご
そ
の
原
費
古
の
閲
係
を
説
明
せ
ね
ば
な
ら

if). 。

・，.，-;



一一
定
期
帥
事
業
に
於
け
る
運
送
原
費
の
構
成

嘗

τ述
べ
た
る
が
如
〈
、
海
運
労
務
の
原
費
た
る
も
の
は
、
之
を
固
定
費
ご
共
通
費
ご
特
別
袋
ピ
の
一
ニ
つ

L
分

っ
こ
芭
が
出
来
る
。

回
定
費
己
は
事
業
活
動
の
基
礎
を
な
す
も
の
に
閲
す
る
費
用
で
あ
る
。
郎
ち
蓮
迭
労
務
の
提
供
を
な
す
仁
つ
い
V

て
の
有
形
無
形
の
基
礎
を
つ
く
る
た
め
の
費
用
で
ゐ
っ
て
、
取
扱
ふ
所
の
運
送
量
が
増
減
し
て
も
、
之
が
そ
の
運

港
企
業

ω純
借
規
模
を
艶
冥
す
る

ω必
要
を
惹
き
起
き
な
い
聞
は
、
そ
の
額
が
麗
勤
す
る
ニ
ご
な
〈
、

一
定
額
に

固
定
な
る
粧
品
質
で
あ
る
。
岡
定
費
ご
い
ふ
名
都
は
、
資
本
が
回
定
的
投
下
関
係
に
ゐ
る
に
よ
り
要
す
る
所
の
費
用

ぜ
い
ム
意
味
に
解
す
ぺ
き
で
あ
っ
て
、
往
々
、
考
へ
ら
る
、
が
如
〈
、
有
形
の
同
定
的
設
備
の
費
則
ご
い
よ
意
味

で
は
な
い
o
布
形
の
闘
定
的
設
備
を
匙
迭
す
る
こ
ピ
は
、
資
本
の
固
定
的
投
下
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
た
め
に
要

す
る
経
費
は
勿
論
回
定
授
で
あ
る
け
れ
い
己
も
、
均
し
〈
、
有
形
の
固
定
的
設
備
の
費
用
ぜ
い
ふ
う
も
に
は
、
そ
の

維
持
に
要
す
る
費
用
も
あ
っ
て
、

こ
れ
は
固
定
費
で
は
な
〈
弐
に
遁
よ
る
共
鴻
裂
で
あ
h
、
ま
た
得
意
関
係
の
開

お
や
替
業
構
の
譲
受
り
仁
要
す
る
経
費
は
、
無
形
の
事
柄
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
H

と
も
、
や
は
り
こ
れ
も
資

本
の
同
定
的
投
下
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
は
固
定
費
で
ゐ
る
。
同
定
品
質
は
、
資
本
が
固
定
的
投
下
閥

係
に
あ
る
に
よ
ち
要
す
る
所
の
経
費
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
額
も
、

か
、
る
投
下
閥
係
に
あ
る
資
本
を
増
加
せ
さ
る

前

能

定
期
船
事
業
に
お
付
る
誕
詮
尿
賓
と
謹
貨
と
の
闘
係

餌
ニ
十
穴
笹

四
五

E事

自由

，、
7L 
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論

設

定
期
船
事
業
に
お
け
る
謹
訟
原
費
と
越
貨
と
の
闘
係

第
二
十
六
巻

四
五

第

緯

七
O 

限
り
、
ま
た
固
定
な
る
も

ωで
あ
る
。
そ
し
て
、
・
』
の
経
費
は
、
事
業
活
動
の
基
礎
を
つ
(
る
た
め
の
費
用

l
l

或
は
事
業
活
動
の
基
礎
た
る
の
経
費
ご
い
っ
て
も
よ
い

1
ー
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
企
業
が
な
す
所
の
総

τ
の
運
送

労
務
が
、
と
の
費
用
に
つ
い
て
は
漣
帯
的
闘
係
に
あ
る
も
の
で
ゐ
る
o

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
企
業
が
輸
送
京
る
所

の
各
仰
の
運
透
容
鶴
は
、
同
時
に
品
川
遂
せ
ら
る
、
も
の
相
互
の
問
に
於
E
、
並
び
に
、
時
を
異
に
し
て
輸
送
せ
ら

る
、
も

ω相
互
の
聞
に
於
て
、
こ
の
積
り
経
緯
に
う
い
て
は
、
不
可
分
漣
帯
的
関
係
に
ゐ
る
』
記
、
な
る
o

ま
た

こ
の
間
定
品
質
な
る
も
内
は
、
前
越
の
如
く
、
事
業
活
動
の
基
礎
を
作
る
が
た
め
の
経
費
で
あ
っ
て
、
事
業
活
動
ぞ

の
も
の
、
た
め
の
経
費
で
な
い
か
ら
、
縦
ひ
心
事
業
を
一
時
休
止
す
る
己
も
、
之
を
底
止
せ
F
る
限
b
は
、
依
然
、

一
定
・
循
に
於
て
、
必
要
な
る
も
の
で
ゐ
る
o

岡
定
投

ω最
も
典
型
的
な
も
の
は
、
借
入
資
本
の
利
子
、
減
僻
館
却

費
な
H

と
で
あ
る
。

回
定
設
が
、
事
業
活
動
の
基
礎
を
作
品
が
た
め
の
経
費
で
ゐ
る
に
謝
臆
し
て
、
運
送
企
業
に
は

εω
事
業
活
動

そ
の
も
の
、
た
め
の
鰹
山
立
を
要
す
る
は
言
ふ
ま
F
も
な
い
。
こ
の
事
業
活
動
そ
の
も
段
、
た
め
の
経
投
に
も
、
同

定
費

ω如
〈
、
各
倒
の
蓮
迭
客
髄
に
つ
い
て
不
可
分
連
帯
的
闘
係
に
於
て
要
す
る
も
の
が
ゐ
b
、
ま
た
各
佃
の
も

の
に
つ
い
て
個
別
的
獅
立
的
に
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
放
に
、
事
業
活
動
そ
の
も
の
、
た
め
の
経
費
も
、
こ
れ
を

そ
の
性
質
に
よ
h
て、

ニ
禍
に
分
も
、
各
仰
の
運
送
容
慢
に
つ
い
て
不
可
分
連
帯
的
関
係
に
あ
る
も
の
を
共
通
貨

ピ
名
づ
り
、
倒
別
的
獅
立
的
に
ゐ
る
も
の
を
特
別
殺
ピ
名
づ
〈
る
o

，.......・



故
に
、
共
通
費
正
は
、
蓮
活
h
r
業
の
事
業
活
動
仁
つ
い
て
要
す
る
所

ω経
費
で
あ
っ
て
、
同
時
に
取
扱
は
れ
.

若
し
く
は
時
を
具
に
し
て
取
扱
は
る
、
多
数
の
蓮
廷
客
憶
が
、

を
の
運
迭
の
た
め
に
漣
帯
的
関
係
に
於
て
惹
き
起

す
所
の
も
の
で
あ
る
ご
い
ふ
哩
』
ど
が
出
来
る
。
共
活
抗
は
、
迩
時
培
量
が
増
加
す
る
場
合
に
は
、
事
業
活
動
が
盛
ご

な
る
か
ら
、
そ
の
額
が
増
加
L
、
之
吉
反
割
に
、
運
送
円
且
が
減
少
す
る
場
合
に
は
、
事
業
活
動
が
一
一
茨
へ
る
か
ら
、

そ
の
額
は
減
少
す
る
り
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
‘
併
し
、

一
』
れ
は
誕
遊
客
値
的
各
例
毎
仁
制
別
的
に
要
す
る
の
で
は
な

〈
、
そ
れ
ら
の
一
剛
£

L
τ
の
取
扱
ひ
に
勺
い
て
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
た
め
、
運
設
量
的
増
加
す
る
割
合
に
於

て
も
、
こ
の
柿
の
経
費
は
た
い
V

遁
滅
的
割
合
に
於
て
増
加

L
、
運
迭
量
の
減
少
す
る
場
合
に
於
て
も
、
同
様
に
越

滅
的
割
合
に
於
て
減
少
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
輔
の
経
費
は
、
蓮
途
量
が
縦
ひ
全
然
な
〈

z
b
、
若
し

〈
は
事
業
を
一
時
休
止
す
る
ご
も
、
之
を
廃
止
せ
ゴ
る
限
b
は
、
備
ほ
、

そ
の
幾
分
を
必
要
ご
す
る
も
の
で
あ

る
o

共
通
費
の
典
型
的
な
る
も
の
は
人
件
提
で
ゐ
る
。

特
別
曲
賞
は
、
前
越
川
り
加
〈
、
蓮
法
山
り
活
動
の
た
め
仁
要
す
る
費
用
で
あ
っ
て
、
且
つ
、
各
仰
の
漣
遊
客
髄
に
つ

き
仰
別
的
溺
主
的
に
生
す
る
費
用
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
る
も
り
は
、
定
期
附
事
業
に
於
工
は
殆
ど
少
f
、
強

い
て
求
む
る
な
ら
ば
、
貨
物
に
つ
い
て
は
代
理
屈
日
鏡
、
放
客
に
つ
い
て
は
食
糧
原
料
費
、
寝
具
洗
探
品
質
的
知
き

も
の
で
ゐ
る
。

こ
の
柿
の
尚
武
用
は
、
運
送
量

ω増
加
若
し
く
は
減
少
に
蛍
っ
て
、

εれ
己
正
比
例
的
に
増
加
し
若

L
〈
は
減
少
し
、
運
送
量
が
恨
仁
会
然
な
き
が
、
ま
た
は
事
業
を
一
時
休
止
す
る
な
ら
ば
、
会
〈
要
せ
f
d

る
費
用

言渇

議

定
期
船
事
業
に
お
け
る
謹
話
原
費
と
運
賃
と

ω
醐
係

第
二
十
六
巻

四
五
三

第
一
ニ
都

ヒ

， "・.・..岨



論

議

定
期
船
事
業
に
布
け
る
謹
話
原
喪
主
運
賃
と
曲
闘
部

第
二
十
六
巻

四
五
四

第

悦

t 

で
ゐ
品
。

運
送
の
原
費
た
る
も
の
を
、
分
解
す
れ
ば
、
右
の
三
械
の
も
の
ご
な
る
の
で
ゐ
る
が
、
併
し
之
は
経
費
芭
蓮
透

量
ど
の
閥
係
に
於

τ存
す
る
所
の
性
質
に
基
〈
分
類
で
ゐ
る
か
ら
・
或
項
目
の
経
費
が
、
こ
の
三
柿
の
い
づ
れ
に

脱
す
る
か
は
.
そ
の
事
業
の
経
轡
方
法
の
如
何
仁
よ
b
τ
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
不
動
産
た
る
事
務
所

の
経
費
の
如
き
は
、
之
を
自
ら
所
省
す
れ
ば
、
問
定
品
質
で
必
る
け
れ
ど
も
・
事
業
臨
調
虻
の
た
め
車
に
一
時
的
に
倫

入
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
共
通
費
で
ゐ
る
o

き
て
、
右
に
越
ぺ
た
る
回
定
費
、
共
通
費
、
特
別
費

ω一
ニ
つ
の
経
費
問
同
は
、
海
運
勢
務
の
提
供
に
於
て
如
何

な
る
割
合
に
於
て
あ
る
か
。
こ
の
制
合
は
、
定
期
船
事
業
ご
不
定
期
船
事
業
ご
仁
よ
り
て
、
回
到
る
所
で
あ
る
ご
共

に
、
ま
た
各
企
業
毎
に
そ

ω粧
品
官
の
如
何
じ
よ
b
て
一
々
異
る
所
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
北
(
泊
費
た
る
陸
上
席
舗
に

於
て
要
す
る
経
費

ω
如
き
は
、

手、

ω金
紋
叫
引
に
謝
す
る
則
合
は
、

定
期
舶
事
業
に
於

τは
不
定
則
般
市
中
楽
に
於
り

る
よ
ち
も
諮
に
大
量
〈
あ
る
で
あ
ら
う
し
、
ま
た
、
定
期
般
事
業
た
る
ご
不
定
期
術
事
業
た
晶
子
炉
」
問
は
す
、
自

己
の
資
本
を
以
て
す
る
も
の
ご
借
入
資
本
を
以
て
す
る
も
の
ど
は
、
回
定
費
的
会
経
費
に
帆
到
す
る
制
令
を
異
に
す

る
で
あ
ら
う
。
一
見
に
沖
着
け
を
な
す
排
出
に
多
〈
寄
泌
す
る
の
航
路
に
傍
業
せ
る
定
期
船
業
者
正
然
ら
ゴ
る
も
の
す
ご

の
閑
仁
は
、
特
別
曲
賞
の
制
令
を
異
仁
す
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
は
、
岡
よ
b
車
な
る
一
例
で
め
る
が
、
荷
も
経
品
百

・.'当医



方
法
が
異
る
場
合
仁
は
、
そ
れ
が
如
何
な
る
方
面
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
原
費
羽
目
に
影
響
[
な
い
こ
E

は
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
上
過
の
三
日
刊
の
費
用
の
数
的
関
係
に
影
響
し
な
い
で
は
巳
む
も
の
で
は
な

し、。
か
く
の
如
く
‘
闘
定
費
、
共
通
費
、
特
別
接
的
数
的
関
係
は
、
各
企
業
毎
に
異
る
も
の
で
あ
る
炉
色
、
ぞ
れ
を

ま
た
各
企
業
相
互
の
聞
に
比
較
考
察
す
る
な
ら
ば
，
彼
等
相
互
が
競
争
に
耐
え
得
る
力
的
強
弱
を
あ
ら
は
す
こ
ど

、
な
る
o

蓋
し
・
他
の
費
目
に
比
べ

τ、
(
イ
)
特
別
曲
賞
り
割
合
の
大
な
る
も
の
は
、
事
業
休
止

ω
損
失
少
〈
、

(
こ
共
通
費

ω割
合
大
な
る
も
の
は
、
事
業
休
止
の
損
失
比
較
的
大
量
〈
、
(
こ
固
定
費

ω割
合
大
な
る
も
の

は
、
そ
の
損
失
最
も
大
き
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
こ
の
程
度
に
膝

ιτ
彼
等
は
競
守
の
下
に
踏
み
止
ま
る
こ
Z
を
倣

儀
な
〈
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
か
、
る
損
失
の
下
に
於
り
る
競
争
に
踏
み
止
ま
る
カ
の
多
少
は
、
そ
の

有
す
る
資
力
じ
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

右
の
如
き
有
様
に
よ
h
・
ニ
の
三
施
の
費
目
の
相
互
比
率
、

は
競
争
闘
係
の
下
に
於
て
、
各
剰
が
競
争
に
耐
え

得
る
カ
を
指
示
す
る
も
の
ご
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
競
争
的
地
位
に
あ
る
曾
枇
が
、
方
し
軽
々
し
く
之
を
日
常
に
す

る
な
ら
ば
、
競
守
の
相
手
方
た
る
も
の
に
、
そ
の
競
守
に
耐
え
得
る
カ
が
幾
許
ゐ
る
か
を
知
ら
L
h
u
る
こ
Z
、
な

b
、
そ
の
足
許
を
見
洛
さ
れ
、
甚
だ
不
利
盆
己
な
る
o

今
日
、
定
期
般
曾
枇
は
、

い
づ
れ
も
、

そ
の
、
経
替
航
路

前

叢

定
期
船
事
暗
躍
に
布
町
る
謹
設
原
賓
と
器
貨
と
の
一
翻
係

第
二
十
六
巻

四
五
軍

第

競

七

じ
於

τ、
他
の
定
期
船
曾
融
E
共
じ
コ

Y
7
ァ
レ

y
z
e
e
組
織
し
、

一
定
の
管
業
部
商
仁
於
て
は
・
相
互
の
競
争

l
t
u
r
-
-
l
i』
I
l
l
1
1
1

• 
， . . ..，・..・



iEZ 

議

協
二
十
六
巻

第

説

定
期
船
事
業
に
担
け
る
建
設
原
費
と
運
賃
と
山
随
係

四
五
大

七
四

守
慶
止
し
て
、
濁
占
的
地
位
を
占
め
て
居
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
獅
占
は
嘗
て
詳
論
L
た
る
が
如
〈
、
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の
外
部
か
ら
は
、
不
定
期
航
業
者
や
コ
ン
ブ
ア
レ
ン
λ

に
加
盟
せ
ぎ
る
定
期
鋤
曾
刷
の
潜
在
的
競
守
仁

岡
続
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
り
・
ま
た
、
そ

ω内
部
に
於
て
も
、
加
組
者
相
一
互
の
聞
に
或
山
村
皮
の
潜
在
的
競
守
を
許

す
の
伶
地
ゐ
る
猫
占
で
あ
っ

τ、
或
駄
に
於

τは
、
湖
占
Z
い
ふ
よ
b
も
腕
守

ω
休
止
苫
い
ふ
方
が
泊
嘗
な
位
の

も
の
で
あ
る
。
放
に
、

一
見
強
闘
な
る
獅
占
的
地
位
に
あ
る
の
槻
を
星
せ
る
定
期
航
曾
刷
ど
雄
も
、

E
の
原
農
栂

日
の
比
率
を
外
聞
に
知
ら
し
む
る
は
傍
業
上
甚
に
不
利
盆

z
f
る
所
で
あ
る
。
ヨ
れ
ば
我
岡
山
り
定
期
航
曾
枇
は
勿

論
、
諸
外
闘
の
曾
刑
も
、
上
述
の
如
、
さ
同
定
柴
正
共
通
費
ご
特
別
費
E
り
閥
係
を
算
定
[
得
る
材
料
た
る
が
如
き

も
の
を
外
部
に
漏
ら
す
ニ
ご
を
極
力
戒
め
て
居
る
o

放
に
、
な
は
、

こ
、
に
我
闘
の
定
期
船
事
業
に
於

τ、
右

ω

三
晴
仰
の
粧
品
耳
が
如
何
な
る
割
合
に
於
て
存
す
る
か
を
俊
表
し
得
な
い
こ
ご
を
遺
悩
記
す
る
。
品
川
L
、
ぞ
れ
は
勝
間

的
論
文
を
完
全
に
な
し
得
な

ν
ご
い
ム
結
に
於
一
ー
は
似
る
遺
械
で
あ

ιけ
れ
ど
も
、
我
脳

ω定
期
船
一
事
業
が
・
諸

外
岡

ωヲ
ぞ
れ
の
中
に
互
し
て
、
外
部
の
侮
h
を
受
り
守
、
盆
I
縫
製

L
行
〈
に
つ
い
て
、
之
を
秘
慌
に
す
る
の
必

要
ゐ
る
以
上
は
、
姑
〈
忽
ぷ
り
外
な
き
所
で
あ
ら
F70

3

J

H

F

¥

L
止、

力
〈
〆

υ
4
m
t
-
1・
t

ニ
、
に
我
閥

ω材
料
よ
り
計
算
し
た
る
所
的
問
定
授
、
共
通
費
、
特
別
捜

ω閲
係
を

a

一市

ι符
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

-
』
、
に
は
阪
に
後
表
せ
ら
れ
た
る
論
文
に
よ
h
て
之
を
例
示
し
ゃ
う
ご
思
ふ
o

ìt:手起同組前耳~.li平和三前ì~善問11 
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併
し
、

こ
の
場
合
に
於
て
も
遺
憾
な
る
事
例
は
、
そ
れ
ら
の
論
文
の
著
者
は
、

い
づ
れ
も
・
こ
、
に
私
が
い
ふ
所

の
回
定
費
.
共
通
費
、
特
別
捜
ご
全
く
同
C
意
味
に
於
て
、
経
費

ω柿
類
を
分
類
し
て
居
ら
な
い
の
み
な
ら
宇
、

彼
等
が
示
し
て
胞
る
所
の
各
料
費
目
の
比
率
を
算
出
す
る
に
用
ゐ
た
元
材
料
を
俊
表
し
て
居
ら
な
い
こ

Z
で
あ

-
」
、
に
、
た
い
分
り
得
た
る
錨
園
内
に
於
て
前
逃
り
私
の
標
準
に
引
直
し
て
、
彼
等
の
後
表

る
O

伎
に
‘
忍
は
、

し
た
る
所
ぞ
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

ギ

1
ピ
は
・
北
濁
ロ
イ
ド
汽
船
曾
枇

(
2
2忌
o
c
z
n
r
q
H」
o
X
)
の
紙
管
ゼ
る
南
米
、
東
問
、
濠
洲
的
三
航
路

に
つ
い
て
、

そ
の
各
航
路
に
使
用
す
る
に
つ
き
最
も
絞
機
的
な
る
型
的
汽
航

ω多
数
的
巡
姐
航
海
に
於
け
る
蓮
設

原
史
的
一
千
均
を
基
礎
正
し
て
、
間
定
費
(
同
日
庁
間
E
Rロ
)
己
可
経
費
(
括
払
包
耳
目
。
耳
目
。
一
U
E
r
o
ω
4
2
)
さ
の
闘
係

を
百
分
比
に
で
示
す
表
を
掲
げ
、
間
定
曲
賞
ご
可
銭
授
ご
の
関
係
は
、
六

0
・
八
二
正
三
九
・
一
八
と
で
あ
る
こ
ご
を

之
島
ι
大
館
五
分
の
三
ご
五
分

ω
二
の
比
率
吉
見
倣
L
得
る
旨
を
結
論
し
て
居
る
υ

併
し
そ
の
固
定
費
百

計
算
し
、

見
倣
す
も
の
、
中
に
は
、
私
の
い
は
ゆ
る
回
定
品
質
で
な
い
も
の
も
あ
h
、
一
叫
，
議
費
な
る
も
の
は
私
の

ν
は
ゆ
る

共
通
山
首
ご
特
別
費
ご
を
併
せ
合
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
な
は
彼
の
作
成
せ
る
表
を
訂
正
し
て
、
之
を
次
の
如
〈
に

改
め
た
。論

定
期
船
事
業
に
お
け
る
謹
詮
原
費
左
辺
貨
と
の
閥
係

じ
:i1 

第
二
十
六
巻

i匪

回
五
七

第
三
抗

168 3. 167， Giese， Das SeefracMt乱riffwcscn，1) 

s 句
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論

栴

迎

町

出

費

各

構

成

部

分Jト

の

百

~a" 

比

表

-

斑

本

利

平

2
減

倒

錯

却

3
怯
給
及
維
時

4
保

険

料

5
出

費

3
船
舶
川
消
耗
材

t
判
費

7
船

員

礎

8
搭
費
A
A
M
糊

9
秘

込

臨

揚

特

凹
日
銭
止
中
政
叫

計

議

定
期
船
事
業
に
恥
け
る
謹
詮
原
賓
と
運
賃
'
と
の
闘
師

ヲ

・

プ

ヲ

タ

航

路

総

咽

魁

五
六
穴
式
噸

純

噸

勤

"-，、
プマ。
噸

平
州
連
刀

一0
・
石
川
山

柑
噛
引
炭
盤

日

噸

航
海
日
脚

一C
C
日

:!p 丞:-I _ 
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耳l

納

耐

明

監

制

噸

蜘

平
判
越
力

前
提
炭
ハ
胤

航
海

H
鑑

地

寄
地
地
般

金主伝

Z 同千
里
一

第
二
十
六
桂

凹
五
八

第

説

!ll! 

前
提
刷
抗
日
山

航

路

結

九
五
七
九
・

C
五
噸

軸
耐
酬
明
蜘

凶

O
九
八
・
九
八
噸

純

噸

駐

一
ニ
・
五
山

平
山
川
越
力

一
日
正
二
噸

，、
日

航
海
日
町

五

地

首
描
地
鑑

長J 

削

屯二

大

自主

路ハ
五
八

λ
噸

四
一
引
一
一
一
噺

ご
一
・
五
加

一
日
直
二
噸

一
六
四
日

h 

港
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右
の
例
に
於

τ、
固
定
費

J
J
M
f
曲
賞
、
特
別
費
の
比
率
が
各
航
路
に
よ
・
り
て
異
る
は
も
正
よ
b
嘗
然
の
事
柄
で

あ
っ
て
、

そ
れ
は
、
阪
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
貿
易
及
び
海
運
上

ω事
情
を
回
調
に

L
.
使
用
航
舶
を
異
に

L
、
そ

の
他
経
笹
山
肌
践
を
均
し
〈
せ
r
d

る
に
土
る
の
で
の
る
。
併

L
・
今
試
み
に
、

こ
れ
ら
三
場
合
の
固
定
袋
、
共
通
費
、

特
別
識
の
卒
均
的
制
令
を
求
む
れ
ば
、

三
九
・
八
二
二
、
五
一
・
一
二
三
‘
九
・

O
六
三
ご
な
る
。
こ
れ
は
、
蔵
密

に
百
へ
ば
・
勿
論
宿
に
掲
げ
た
る
特
殊
航
路
に
於
け
る
特
殊
船
舶
に
関
す
る
三
場
合
の
平
均
た
る
よ
ち
外
に
何
等

の
意
味
含
有
せ

F
る
も
の
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
大
憾
の
槻
察
ご
し

τ桝
究
上
に
役
立
て
る
範
国
内
に
於
で
は
、

こ
れ
も
必
や
し
も
経
裂
の
各
構
成
部
分
の
数
的
閥
係
を
知
る
に
於
て
意
味
な
き
も

ωで
は
な
い
。

若
し
吾
々
が
、
少
(
さ
も
世
界
の
一
代
表
的
な
る
数
多
の
航
路
に
つ
き
、
岬
組
拙
阿
山
肌
抽
出
均
し
か
ら
ざ
る
典
型
的
品
目
枇

の
詳
細
な
る
曾
計
紋
鶴
を
材
料
ご
し

τ利
用
す
る
こ
ご
を
得
る
な
ら
ば
、

之
に
よ
h
て
‘
右
の
三
和
問
問
撲
の
代
表

的
平
均
的
な
る
欽
的
関
係
争
』
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
，
ぞ
れ
は
も
正
よ
h
些
ん
で
得
べ
か
ら
F
る
所
で
め
る
。

な
、
吾
々
は
我
が
日
本

ω一品目枇
ω材
料
苛
ら
、

か
、
る
…
品
柄
に
闘
す
る
も
の
は
殆
H

と
之
を
利
用

L
得
る

ω自
由
が

制
限
せ
ら
れ

τ居
る
o

故
に
、

E
H
Q
は、

A
T
は
た
h
y

現
論
上
大
仙
の
似
察
を
な
す
の
み
に
て
尚
足

L
得
る
限
り
に

於
1
、
右
の
比
率
を
利
用
す
る
こ
ご
、
す
る
。

こ
の
定
期
舶
事
業
に
於
り
る
各
柿
経
費
の
比
率
を
餓
道
事
業
的
ぞ
れ
ご
封
比
す
る
が
た
め
に
、
瑞
西
国

高き
道，)τ 
0) 、
{前j

を
じ

る
な
ι 
Lf 

凡
そ
次
の
主日

あ
る

論

識

司J
b 

定
期
船
事
業
に
お
け
る
誕
匙
原
費
と
運
賃
と
の
闘
係

第
二
十
六
巷

凶
五
九

第

脱

し、

Walter Fischer. Die Personenn乱l】'P問 isedes SchweIzenschen Bundes-
bahnen， '9'4-1920， Ziirich '924_ S. 26. 
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諭

議

七
J、

定
期
船
事
議
に
お
け
る
遅
詮
原
由
置
と
誕
貨
と
的
刷
悼

停
二
十
六
巻

回
大

O

第

枕

岡

k 

'l!I 

，. 

費

泊

星空

特

}lIJ 

瑞

囲

倒

有

組

逝

大
一
・
一
一

v
p

一九・

O
三
回

丸
・

λ
六
%

北

碕

ロ

イ

ド

合

世

九
・
八
一
三
が

'li 

匹

九・

0
六
M
P

こ
れ
に
よ
っ
て
見
る
ピ
、
定
期
船
事
業
己
鎚
遊
説
業
己
は
、
蓮
一
浴
客
醐
阻
各
仰
に
つ
い
て
、
例
別
的
獅
立
的
に
要

す
る
所

ω特
別
殺
な
る
も
の
は
会
経
技
中
甚
に
傑
少
の
部
分
士
市
む
る
仁
止
ま
り
、
そ
川
町
殆
ど
金
制
に
抵
当
』
大
部

分
は
、
運
途
客
陸
の
各
個
に
於
て
不
可
分
辿
帯
的
関
係
に
ゐ
る
所

ω経
費
で
ゐ
る
勃
に
於
て
、
師
刷
る
相
類
似

L
、

た
い
漣
柿
的
経
品
質
仙
マ
ヲ
も
に

τ定
期
船
事
業
己
蛾
道
事
業
ど
に
於

τ異
る
所
は

前
者
に
於
て
は
共
通
知
が
、
後

者
に
於

τは
岡
山
A
技
が
、
会
経
費

ω過
宇
を
占

U
る
献
で
ゐ
る
。

兎
に
‘
定
期
船
事
業
仁
於
け
る
総
投
内
容
の
桃
成
金
見
る
仁
、
私
は
、

グ
ロ

l
-一
ア
ク
元
ル
ド
が
、
作
成
せ
る
嗣

表
を
紹
介
す
る
ζ

ご
が
、
読
者
の
た
め
に
甚
に
川
間
別
で
あ
る
ご
忠
ふ
o

弐
真
に
掲
げ
た
る
も
の
が
、
的
も
是
れ
で

ゐ
っ
て
、

こ
の
闘
は
.

そ
り
低
下
に
ゐ
る
数
字
は
、
船
舶
の
排
水
噸
敷
を
表
は

L
、
唱
』
れ
仁
よ
っ
て
船
舶

ω大
き

に
よ
り
、
各
相
原
山
質
的
闘
係
に
差
異
め
る
こ
ど
を
示
古
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
こ
の
圃
表
に
つ
い
て
注
意

す
ペ
ミ
d

こ
E
は
、

グ
ロ

1
テ
タ
オ
ル
ド
は
、
資
本
利
子
守
原
設
に
計
算
し
て
居
な
い
こ
己
で
あ
る
o

従
っ
て
、

の
闘
に
よ

h
て
は
、
庇
も
に
固
定
袋
、
共
、
辿
袋
、
特
別
技

ω比
率
を
見
る
こ

E
が
出
来
な
い
。
そ
の
上
田

か
、
る

制
表
の
性
質

Z
L
て、

こ
れ
を
簡
単
な
る
数
字
比
率
に
政
む
る
こ
ど
が
出
来
な
い
か
ら
、
前
越
の
北
濁
ロ
イ
ド
の

Ch. Gmtewold. Die Deutsche Schiげ"ahrti n ¥Virtschaft LlIld Recht. S. 223 1) 
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描

議

定
期
船
事
業
に
お
け
る
誕
詑
原
型
と
謹
賀
と
の
醐
僻

七
ブL

も

ω
Z精
密
な
る
比
岐
を
な
す
唱
」
ご
は
出
来
な
い
け
れ
V
」
も
・
若
L
之
に
資
本
利

子
勘
定
を
見
込
む
な
ら
ば
、
大
般
に
於
て
は
、

そ
れ
ご
大
差
な
き
も
の
で
ゐ
る
正

昔一ロつ

τ差
支
な
い
で
あ
ら

F

コ
。
仰
は
こ
の
岡
表
に
於
て
は
、
般
日
民
投
な
る
も
の

を
、
甲
板
部
員
投
正
、
機
関
部
長
技
正
に
分
け
て
居
る
。

定
期
附
事
業
に
於
け
る
運
送
勢
務
ミ

原
費
さ
の
開
館

布
に
遁
よ
る
が
如
〈
、
定
期
船
事
業
に
於
け
る
運
送
僻
常
務
の
提
供
に
胸
L
て
要

す
る
技
用
は
、
殆
ど
そ
の
全
部
に
近
、
吉
大
部
分
が
、
結
令
生
産
相
立
た
る
性
質
を
有

す
る
所
の
闘
定
品
質
ピ
共
泌
投
ピ
よ
り
成
h
，
、
側
々
の
蓮
迭
客
館
仁
っ
き

τ側
別
的

世胸部日 1-~

甲仮都民費

陸上日f'JJl
代叫出飽

和込司iNsllI
1ιJ!/共古品

燃料1~、梢械;111'*
鋪 J，pj~、保険費、
修車:M1~

~霊司
区豆冨豆ヨ
箇置函語圏

陸~図
1.........'1.1 

田皿岨凪皿

~ 
~ 

獅
立
的
仁
要
す
る
所
の
特
別
捜
な
る
も
の
、
制
令
は
、
極

め
て
僅
少
の
部
分
を
占
む
る
に
過
ぎ
な
い
V

も
の
で
ゐ
る
。

而
L
て
、
結
合
生
産
費
た
る
性
質
を
も
っ
所
の
も
の
、
ぅ

も
に
工
も
・
同
定
費
は
事
業
活
動
の
基
礎
に
閲
す
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
定
期
船
曾
枇
が
提
供
す
る
所
山
一
切
の
運

第
二
十
六
巻

阿
古

第

腕

"・.、，・



諦

議

λ 
O 

定
期
船
事
提
に
相
け
る
謡
選
原
費
と
運
賃
と
の
幽
係

第
二
十
六
巻

回
六

第
三
観

迭
労
務
に
関
聯
す
る
も
の
で
、
郎
も
車
に
一
つ
の
運
送
山
骨
髄
正
他
り
運
送
容
値
ご
の
聞
に
於
て
ば
か

h
で
な
〈
、

族
客
事
務
会
般
ご
貨
物
事
務
会
般
ご
の
閉
じ
も
、

一
つ
の
航
路
り
管
業
ピ
他

ω航
路

ω替
業
己
の
附
に
也
、
ま

fζ 

一
つ
の
航
海
己
他
の
航
海
ご
の
問
に
も
、
ニ
の
純
の
絞
殺
に
つ
い
て
は
不
可
分
漣
梢
的
聞
係
が
ゐ
品
川
山
で
ゐ

る
。
ま
た
、
運
途
量

ω増
減
£
共
に
遊
滅
的
制
合
を
以
て
増
減
す
る
所

ω共
通
、
設
に
つ
い
て
見
る
も
、
そ
の
漣
帯

的
闘
係
じ
於
て
は
品
叩
ど
回
定
費
正
同
じ
有
伐
仁
ゐ
る
り
で
ゐ
つ

τ、
1" 

こ
の
純

ω艦
設
に
ゐ

b
t
は
、
経
費

の
大
綱
に
於
て
は
比
較
的
漣
帯
的
関
係
部
〈
な
h
、
小
目
に
至
る
に
従
っ
て
そ
れ
が
議
〈
な
る
貼
が
、
回
定
費
ピ

地
き
を
異
に
す
る
所
で
ゐ
る
。

定
期
船
事
業
ゆ
経
費
は
、

か
〈
の
如
(
‘
漣
抑
的
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
併
L
運
賃
は
、
一
言
ふ
ま
で
色
な

〈
、
各
仰
の
運
治
客
般
的
一
車
位
量
に
於

τ定
め
ら
る
、
の
で
ゐ
る
o

依
に
運
賃
ご
経
技
ご
の
聞
係
正
い
っ
て
も
・

一
つ
の
蓮
迭
客
健
を
限
定
し
て
そ
の
関
係
な
見
る
-
』
ご
は
全
然
不
可
抱
で
あ
る
o

-
』
、
に
於
て
定
期
航
事
業
に
在

b
て
は
、
運
賃
ピ
原
費
正
の
関
係
ご
い
ふ
こ
ご
は
、

一
定
則
間
的
も
一
傍
業
年
目
反
に
於
け
る
運
賃
収
入

ω総
額
正

縦
袋
の
総
額
ご
の
闘
係
に
於
て
見
る
の
外
は
な
い
。
併
し
乍
ら
、
初
め
よ
り
か
、
る
底
汎
な
る
範
闘
に
於
て
の
比

較
を
な
す
こ
ご
は
、
師
刷
る
不
仰
で
ゐ
る
か
ら
、
質
際
り
手
続
Z
し
で
は
、
之
を
瓦
に
各
航
路
じ
つ
い
て
凱
察
す
る

-
』
正
、
し
、
各
航
路
に
於

τも
旅
客
正
貨
物
ご
仁
分
っ
て
翻
・
鎚
却
す
る
o

聞
し
て
、

一
概
に
同
定
説
ま
た
は
共
通
費

ごい
w

ふ
り
れ
ど
も
、

そ
の
中
仁
て
も
或
航
路
に
特
有
な
る
も
の
は
、
之
を
そ
の
航
路
に
限
定
し
、
ま
た
そ
の
航
路

a智・...."'... 



に
於

τも
族
客
事
務
若
し
〈
は
貨
物
事
務
に
特
有
な
る
も
の
は
、
真
に
之
に
限
定
し

τ、
そ
の
範
凶
内
に
於
て
計

算
す
る
。
故
に
、
特
に
或
航
路
に
於
け
る
旅
客
事
務
若
し
〈
は
貨
物
事
務
に
つ
い
て
要
す
る
固
定
費
者
し
〈
は
共

謡
曲
耳
は
、

そ
の
金
額
に
於
て
計
算
し
、
然
ら

F
る
も
の
、
帥
ち
そ
の
航
路
に
特
有
な
ら
玄
畠
も
の
は
、
任
意
的
見

込
に
よ
ち
他

ω航
路

ω放
客
事
務
若
し
く
は
貨
物
事
務
正
の
負
路
比
率
を
計
算
し

τ、
こ
れ
じ
従
つ

τ算
定
さ
れ

た
る
額
を
以
て
、
そ

ω原
提
言
見
倣
す

ω
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
若
し
、
成
る
符
来
年
度
に
於
け
る
成
る
航
路

ω放

客
数
討
し
〈
は
貨
物
量
を
以
て
、

か
〈
の
如
く
じ
し

τ計
算
ゼ
ら
れ
た
る
岡
定
品
目
ピ
共
同
地
曲
目
t
の
狐
を
除
し
口
る

も
の
に
.
そ
の
特
別
設
を
加
算
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
額
は
、
常
該
族
客
、
者
〈
は
貨
物
の
↑
運
浴
車
位
仁
つ
い

τ

の
平
均
漣
逸
脱
品
質
た
る
も
の
で
あ
る
。

定
期
船
事
業
は
、
各
運
送
単
位
の
迩
臼
が
、
ニ
の
平
均
運
送
原
費
に
相
蛍
す
る
な
ら
ば
、
何
等
の
損
益
な
き
も

の
で
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
定
期
般
に
積
ま
晶
、
貨
物
は
壬
の
部
類
頗
る
多
様
で
あ
っ
て
、
賞
金
扇
、
美
術
品
、
工

惑
品
、
工
業
製
品
・
宇
製
品
・
原
料
、
食
料
、
良
蔵
物
、
噌
好
飲
料
品
、
等
・
値
段
の
削
る
高
き
小
潟
貨
物
よ
h
、

値
段
の
甚
に
安
き
嵩
両
大
量
貨
物
に
至
る
ま
で
、
貨
に
千
差
高
成

ωも
の
が
ゐ
る
ρ

今
・
こ
れ
ら
の
貨
物
じ
封

し
、
い
づ
れ
も
均
一
な
品
川
T

均
原
設
を
運
賃
ご
し
て
要
求
す
る
ご
せ
ば
.

そ
の
蓮
貨
を
支
抑
ふ
に
耐
ふ
る
所
の
比

較
的
値
段
の
高
き
小
説
貨
物
が
集
ま
b
、
常
高
大
量
的
貨
物
は
、
そ
の
値
段
安
き
た
め
、
か
、
る
迩
舗
を
支
掛
ふ

言陶

」千世

A 

定
期
船
事
業
に
お
吋
る
誕
訟
原
費
k
誕
賃
と
自
制
係

第
二
十
六
巻

凹
~，、

第

貌

1
1
V
l
l
i
l
i
-
-
-

. .・"・首



論

叢

λ 

定
期
船
事
業
に
布
け
る
毘
起
原
賓
と
運
賃
と
山
胸
保

第
二
十
六
巻

四
六
回

第
三
韓

に
耐
え
歩
、
定
期
般
を
去
っ
て
他
の
不
定
期
般
に
趣
〈
で
あ
ら
う
。
然
る
芭
き
は
、
平
均
旅
費
も
ま
た
高
ま
h
、

之
を
負
婚
す
る
に
耐
う
る
柿
類
の
食
物

rり
で
は
、
到
底
舶
肢
を
蹴
す
じ
足
ら
中
)
ま
た
積
荷
ご

Lτ
集
め
得
る

だ
り
の
貨
物
を
以
て
原
費
を
償
は
し
め
ん
正
す
れ
ば
、
そ
の
蓮
貨
は
更
に
高
〈
な
h
、
然
る
ど
き
は
積
荷
ば
真
に

減
少
す
る
。
故
に
定
期
舶
の
如
吾
、
多
叫
慌
の
貨
物
を
積
込
む
も
の
に
あ
っ
て
は
、
平
均
原
設
の
均
一
連
賀
ご
い
ふ

こ
芭
は
到
底
行
は
れ

F
る
所
で
あ
る
。

殊
に
定
期
般
事
業
な
る
も
り
は
、
前
に
越
べ
た
る
が
如
(
、
固
定
投
t
共
通
費
E
が
原
費
の
全
部
に
近
き
大
部

品
川
を
占
h
U
る
も
の
で
あ
っ
て
、
岡
定
設
は
積
込
貨
物
量
的
増
加
に
反
比
例
し
て
、
そ

ω単
位
運
総
量
蛍
ー
り
の
制
首

額
は
少
〈
な
る
も
の
で
あ

h
、
共
通
費
は
、
積
込
貨
物
量
の
増
加
に
件
っ
て
増
加
す
る
り
れ
ど
も
・
た
い
越
械
的

に
の
み
増
加
す
る
。
放
に
、
積
込
貨
物
量
の
檎
加
す
れ
ば
す
る
程
、
車
位
運
送
量
に
劃
す
る
原
費
は
減
少
す
る
も

の
で
あ
る
ο

従
っ
て
、
定
期
船
仁
於

τは
・
値
段
の
比
較
的
安
当
貨
物
に
謝
し
て
は
、
平
均
旅
費
以
下
り
蓮
貨
を

要
求
す
る
代
h
に
、
値
段
の
比
較
的
高
き
貨
物
じ
謝
し
て
は
、
平
均
原
費
以
上
を
要
求
L
、
以

τそ
の
遅
浩
組
量

を
増
加
し
て
キ
均
原
裂
を
低
下
せ
し
む
る
ご
共
に
運
賃
牧
入

ω総
額
を
出
来
得
る
に
け
大
な
ら
し
む
る
の
修
業
政

策
を
ぜ
る
の
外
は
な
い
。
郎
ち
・
貨
物
的
運
賃
負
出
向
カ
を
考
慮
し
て
、
そ
の
負
傍
能
力
に
臆
じ
て
そ

ω運
貨
を
定

む
る

ωで
ゐ
つ
一
1
、
大
憾
値
段

ω高
き
も
の
に
は
高
き
運
賃
を
・
値
段
の
支
き
も
の
に
は
安
き
運
賃
を
課
す
る
こ

吉
、
す
る
o

こ
れ
を
肱
施
主
義
ざ
い
ひ
.
央
官
口
利
仁

τは
民
民
〈
〈
F
m
W
4庁

同

『

内

内

E
a
n

ヨ
=zhw「
を
課
す
る
ご
い

:: 

. ，，-・.'惨稲6



ふ
。
従
っ
て
、
か
、
る
主
義
に
よ
h
て
定
め
ら
れ
た
る
運
賃
は
、
貨
物
の
純
類
に
よ
b
て
分
類
せ
ら
れ
、

一
定
の

表
式
の
形
に
於
て
表
示
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
卸
ち
運
賃
率
表
(
叶
包

3
で
あ
っ
て
、
そ
の
運
賃
が
郎
も
表
定
運
賃

一一一 一一一一日一 ， 
'，..-'"，川、.~，..凡 -，~， -，.十一一 … 

で
あ
る
。

四

定
期
舶
事
業
に
於
け
る
運
送
原
費
の
轄
嫁

か
〈
の
如
〈
、
定
期
船
事
業
に
於
て
は
、
各
倒
的
運
送
客
髄
仁
っ
き

ι、
の
蓮
法
府
費
を
庶
接
に
計
算
L
得
な
い
i

が
た
め
仁
、
之
に
よ
ち
て
何
等
運
賃

ω基
礎
た
る
も
の
を
見
出
す
こ
芭
が
出
来
す
、
た
い
一
傍
業
年
度
に
於
て
蓮

詮
し
た
る
全
館
り
蓮
浩
容
髄
り
た
め
に
要
し
た
る
原
費
総
額
が
、
そ
の
年
度
の
運
賃
股
入
を
以
て
填
補
し
得
る
や

岬柑虐郡山ゐ羽網目張制副山山均一品閉山-~"...附例捕臥凶_~_，n 叫.".，.，，~~.

否
や
e
T
見
る
ヨ
』
E
が
出
来
る
に
け
で
あ
る
。
従
つ

τ、
こ
の
事
業
の
経
傍
に
於
て
は
、

そ
の
原
費
総
額
を
、
前
述

の
如

f
、
各
運
送
客
髄

ω運
賃
負
融
制
力
に
感
じ

τ側
首

τ、
そ
れ
を
蓮
貨
正
し
て
課
徴
す
る
Z
ν

ふ
待
業
政
策
を

古
る
の
外
は
な
い
、

2

y

フ

ア

レ

U

J

A

加
盟
者
己
し

τ濁
占
的
地
位
に
ゐ
る
定
期
船
曾
刑
は
、
素
よ
り
か
〈

ω如

、
き
鋒
業
政
策
を
ご
ら
ん
こ
ご
に
カ
む
る
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
1
0

且
つ
狗
占
的
地
位
に
ゐ
る
も
の
に

Lτ
初
め
て
表

定
迩
貨
を
維
持
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
同
業
者
の
運
賃
政
策
に
よ
り
て
影
響
せ
ら
晶
、
場
合
に
は
、

ぞ
の
運

貨
が
常
に
動
揺
し
て
安
定
す
る
こ
芭
な
〈
.
之
を
表
式
の
形
に
於
て
編
成
す
る
も
遂
に
無
意
味
言
な
る
か
ら
で
あ

る。

論

能

定
期
輸
事
業
に
お
付
る
誕
怠
原
費
L
C
揺
貨
と
の
闘
係

第
三
一
瞬

凡

第
二
十
六
聾

四
六
E 
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定
明
般
事
業
に
お
け
る
遮
柏
崎
原
費
と
週
貨
k
o
刷
係

第
二
十
六
、
谷

四
六
六

第

楓

併
し
乍
ら
、

如
何
に
禁
固
な
る
伺
占
的
地
位
に
ゐ
る
も
の
で
ゐ
っ
て
も
‘
そ
の
意
思
の
債
に
な
し
得
る
所
以
、

自
己
の
肱
官
業
政
策
に
け
で
ゐ
る
。
供
給

ω方
面
州
事
例
に
け
で
ゐ
品
。
需
要
方
而

ω事
柄
は
、
濁
占
的
供
給
者
記

雄
も
左
右
し
得
る
所
で
は
な
い
。
故
に
前
通

ω如
き
修
業
政
策
に
よ

hτ
定
め
た
る
各
瑚
貨
物

ω運
賃
が
ト
|
郎

も
、
貸
率
表
が

l
l賞
時
の
商
況
の
下
に
於
て
、
貨
物

ω聡
迭
を
誘
趨
L
得
る
も
の
な
る
か
、
戒
は
然
ら
宇
Z

も
、
少
〈
も
貨
物
』
輪
迭
を
阻
喪
す
品
も
の
で
な
い
限
ち
は
、
軸
胤
定
の
運
相
周
枚
入
を
蜘
帯
げ
る
-
』
ご
U
F

出
来
、
そ
の

貸
率
表

ω編
成
は
成
功
ご
認
む
ぺ
き
も
の

t
な
る
が
、
若
し
そ
の
賃
率
表
が
蛍
山
川
の
一
般
的
商
況
に
通
し
な
い
が

た
め
に
、
之
に
定
め
た
る
運
賃
に
て
蓮
時
泌
を
委
托
す
る
貨
物
が
少
包
場
合
に
は
、
球
定
的
牧
入
を
血
事
内
J
Q
こ
正
が

出
来
す
.

ヲ
ゼ
の
運
賃
政
策
は
失
敗
Z
な
る
。

貨
市
平
表
に
定
む
る
所

ω運
賃
に
よ
h
て
瑛
定
の
牧
入
を
血
中
げ
得
な
い
ご
い
ふ
こ
芭
は
、
陸
上
の
串
開
業
界
が
好
長

気
の
場
合
に
は
存
証
し
な
い
が
・

不
最
街
地
の
場
合
に
は
属
1
こ
れ
ゐ
る
所
で
あ
る
。
若
し
、

陸
上
庭
菜
が
不
最
袋

で
な
い
場
合
に
於
て
、

た
い
遅
時
比
一
原
設
を
償
ふ
に
足
る
範
囲
内
に
於
て
運
貨
牧
入
を
見
積
h
、
之
に
従
っ
て
貨
準

表
を
編
成
し
た
る
場
合
に
・
そ
の
議
定
枚
入
に
足
る
だ
け
の
貨
物
を
集
め
得
な
い
-
』
ご
が
ゐ
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は

海
運
勢
務
に
謝
す
る
需
要
量

ω翻
測
を
諜
h
、
帥
加
納
そ

ω他
ω同
定
的
設
備
に
無
用
の
資
本
を
投
下
し
た
が
た
め

で
あ
る
。
郎
も
そ
の
結
果
ご
し
て
固
定
設
が
、
質
際
的
慈
悲
量
仁
比
べ

τ・
不
蛍
に
多
〈
な
っ

τ居
る
か
ら
で
あ

品
。
併
し
乍
ら
、

陸
上

ω産
業
界
が
不
設
計
地
な
る
場
合
に
は
、

賃
率
表
は
、

たい
V

蓮
途
原
貨
を
債
ふ
に
足
る
耗
度

a
 e
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に
於

τ運
賃
枚
入
を
議
定
し
て
編
成
せ
ら
れ
て
居
っ
て
も
、
そ
の
議
定
す
る
所
ゆ
牧
入
hr怠
・
げ
得
な
い
こ
さ
の
ゐ

る
の
は
白
然

ω成
行
で
あ
っ
て
、
固
定
資
本

ω会
資
本
に
劃
す
る
割
合
の
甚
だ
大
な
る
定
期
船
事
業
に
於

τは
見

る
、
.
』
ご
の
出
来
な
い
所
で
あ
る
。

定
期
船
一
事
業
に
於
て
、
原
費
鱒
嫁
主
義
に
よ
る
貸
率
表
の
下
に
、
そ
の
藻
定
す
る
所
の
運
賃
牧
入
を
悲
げ
得
な

い
原
因
は
、
=
=
一
一
回
ふ
ま
で
も
な
〈
、
淫
逸
品
且

ω減
退
に
あ
る
o

放
に
、
こ
の
場
合
こ
の
減
退
し
た
る
扶
腿

ω運
逸
話

に
於
げ
る
貨
物
か
ら
、
強
い
て
、
原
費
を
償
ふ
に
足
る
げ
い
り
の
牧
入
を
息
・
げ
ん
己
す
る
な
ら
ば
、
貸
率
表
を
改
め

て
、
運
賃
り
全
般
的
引
上
げ
を
行
ム
の
外
は
な
い
v
o

併
L
、
か
〈
の
如
〈
に
す
れ
ば
、
比
較
的
値
段
の
安
い
貨
物

は
、
・
】
の
引
上
げ
ら
れ
花
蓮
貨
を
負
携
す
る
に
耐
え
な
い
が
た
め
、
遂
に
輪
迭
せ
ら
れ
な
い
ヨ
』
正
、
な
h
、
そ
し

て
か
、
る
貨
物
は
・
そ
の
聡
詮
量

ω上
か
ら
言
へ
ば
、
取
扱
ひ
貨
物
金
量
的
大
部
分
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
か

も
、
之
が
た
め
失
ム
所
の
蓮
貨
政
人
は
寧
ろ
却
っ
て
多
い
γ

。
勿
論
、
他
方
に
於

τ、
比
較
的
倣
段
の
高
き
貨
物

は
.
ご
の
引
上
げ
運
賃
に
耐
え
得
る
も
の
で
あ
り
‘
そ
れ
ら
の
も

ω
に
つ
い
て
は
、
引
上
げ
運
賃
に
け
枚
入
を
精

加
す
る
誇
で
あ
る
け
れ
♂
も
、
そ
れ
ら
は
数
量
か
ら
言
へ
ば
甚
に
僅
少
で
あ
っ
て
、
到
底
、
こ
の
引
上
げ
の
た
め

仁
、
失
ふ
べ
き
牧
入
を
補
填
す
る
仁
足
り
な
い
。

克
仁
こ
の
場
合
に
於
て
、
運
送
回
刷
費
の
方

ω紋
服
を
見
る
正
、
蓮
迭
量
の
減
退
は
、
勿
論
、
特
別
投
を
号
れ
芭

繭

能

定
期
船
事
業
に
お
け
る
諜
詫
原
費
と
也
貨
と
自
制
保

第
二
十
六
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穴
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正
比
例
的
に
減
少
す
る
こ
ご
、
な
h
・
共
通
費
も
亦
減
少
す
る
。
併
し
共
通
品
質
の
減
少
は
、
前
に
織
べ
た
る
が
如

〈
、
運
送
量
の
減
退
ピ
同
じ
割
合
で
減
少
す
る
の
で
は
な
〈
、
た
い
遁
滅
的
割
合
で
減
少
す
る
ど
り
で
あ
る
o

そ

し
て
岡
定
費
に
至
つ
て
は
、
何
等

ω減
少
を
も
来
き
な
い
。
こ
の
固
定
費
正
共
通
費
ご
が
、
定
期
航
事
業
に
於
て

は
‘
そ
の
戚
費
構
成
に
於
て
、
殆

r全
部
に
延
b
c
大
部
分
を
占
h
u

る
の
で
あ
る
日
ら
、
運
送
量

ω減
退

ω
場
合

に
、
経
技

ω
仰
に
於
り
る
減
少
は
、
械
的
て
僅
少
で
め
る
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
刷
。

お
し
定
期
船
事
業
に
於
て
資
本
り
固
定
す
る
部
分
が
甚
だ
僅
少
で
あ
っ
て
、
需
姿

ω誠
治
に
肱
じ
て
資
本
を
解

放
し
得
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

一
定
一
小
品
哩
り
貸
率
表
の
下
に
於

τも
、
旅
費
Z
牧
入
Z
の
均
衡
を
、
投
下
資
本

の
調
節
に
よ
h
て
行
ふ
こ
芭
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、

の
調
節
は
、

が
〈
の
如
き
、
資
本

ω解
放
に
よ
る
胤
技
正
一
枚
入
£

い
か
な
る
産
業
に
於
て
も
不
可
能
で
ゐ
る
が
、
定
期
般
事
業
に
於
て
は
、
最
も
多
〈
か
、
品
性
質
を

侠
〈
も
の
で
あ
る
。

定
期
鋤
胡
業
は
、
前
に
も
遁
べ
た
る
が
如
〈
、
そ
の
替
業
航
路
的
服
般
に
最
も
趨
蛍
せ
る
船
舶
を
使
用

L
、

定
の
期
間
を
措
い
て
、
一
定

ω期
日
じ
出
帆
到
着
す
る
様
に
、
規
律
的
に
之
を
運
用
す
る
を
要
し
、
そ

ω
た
め
同

型
舶
卸
も
姉
妹
舶
を
用
ゐ
る
を
要
し
、
且
っ
そ
の
定
期
の
後
着
ご
い
ふ
こ
芭
は
、
こ
の
事
業
に
於
て
は
、
傍
暗
記
信

用
を
紫

r生
命
で
ゐ
る
か
ら
、
之
は
非
常
特
別

ω場
合
で
な
け
れ
ば
狂
は
す
こ
ご
が
出
来
争
、
般
脱
が
充
満
せ
る

Z
否
正
に
拘
は
ら
宇
品
問
航
す
る
を
要
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
伎
に
こ
の
姉
妹
般
並
び
に
定
期
蓮
航
の
た
め
に
悶
定
的

に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
は
・
到
底
之
を
解
放
す
る
ニ
ご
が
出
来
十
、
供
給
船
腹
は
、
般
に
一
度
ぴ
決
定
し
た
る

. . ... ~ ，，~，. 



以
上
、
技
術
上
よ
均
一
百
ふ
も
偉
業
上
よ
り
言
ふ
も
、
到
底
之
を
縮
少
し
得
る
も

ωで
な
い
。

依
仁
、
陸
上
農
業
が
不
最
訴
と
な
b
、
海
上
移
動
貨
物
が
減
退
し
、
海
運
界
も
不
況
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
如

何
に
強
力
な
濁
占
定
期
船
業
者
で
ゐ
っ
て
も
、
賃
率
表

ω引
上
げ
を
な
せ
ば
、
運
港
量
が
一
層
減
退
し

τ、
枚
入

M
Y

延
に
減
少
す
る
こ
正
、
な
ム
ッ
、
ま
た
、
資
本
り
解
放
に
よ
る
胤
費
ご
牧
入
ご
の
調
節
は
不
可
能
で
あ
る
が
た
め

に
、
原
費
以
下
の
運
貨
を
以
て
、
運
迭
に
従
事
す
る
の
外
は
な
い
。
尤
も
、
か
、
る
場
合
に
は
、
貸
率
表
り
編
成

替
を
行
ひ
、
之
令
改
一
訂
し
て
、
各
個
山
り
漣
伸
也
容
儲

ω間
早
快
速
港
且
国
じ
射
す
る
運
賃
を
引
下
げ
.
運
治
量
的
増
加
を

誘
起
す
る
に
力
的
、
以
て
総
牧
入
を
多
か
ら
し
む
る

ω方
針
に
出
つ
る
的
で
ゐ
る
り
れ
い
だ
も
、
而
も
そ

ω総
牧
入

が
総
経
費
を
償
ふ
に
足
ら
ゲ
る
・
』
ご
ゐ
る
は
、
不
況
時
に
於

τは
己
む
を
得
ゲ
る
所
で
あ
る
o

こ
れ
、
獅
占
的
定

期
船
業
者
も
、
備
は
、
損
失
に
於

τ傍
業
を
な
す
の
巳
む
な
き
こ
ご
め
る
所
以
で
ゐ
る
。

今
日
定
期
般
事
業
は
、

h
t

づ
れ
の
航
路
に
あ
っ

τも、
コ

V
7
y
v
y
R
組
織
の
下
に
濁
占
的
地
位
に
あ
る
も

一
般
産
業
界

ω不
況

ω場
合
仁
は
、
そ
の
事
業

の
で
あ
る
o

こ
の
獅
占
的
地
位
に
あ
る
定
期
跡
事
業
に
於
て
も
・

原
技
を
償
ふ
に
足
る
所
の
賃
率
表
を
編
成
す
る
ニ
ご
が
出
来
な
い
。
約
言
す
れ
ば
、
原
費
以
下
の
運
誌
に

τ蓮
港

を
な
す
の
伶
儀
な
き
に
至
る
。
然
ら
ば
、
定
期
般
事
業
に
於
け
る
漣
貨
の
最
低
限
度
は
、
原
品
質
そ
の
も
の
で
な
い
w

こ
芭
は
明
か
で
ゐ
る
o

吾
々
は
如
何
な
る
所
に
そ
の
段
低
限
度
合
認
め
得
る
か
o

私
は
‘
之
を
次
回
の
論
文
に
於

て
設
明
し
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。

前
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定
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事
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る
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謹
貧
と
曲
刷
保
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